
  

 

 

 
 

 

 

 

 

 

【愛用品 手元に戻る】 

英国のロックバンド、ビードルズの元メンバーのポール・マッカートニーさんが愛用していた 

ベースがポールさんのもとに51年ぶりに戻りました。 

ベースは1961年下積み時代に購入した、ヘフナー社のもので、1972年に盗まれました。 

2018年にヘフナー社関係者らが捜索チームを発足し、情報提供を呼びかけました。 

すると、まずロンドンのパブ経営者に売却され、最終的に英南部の民家の屋根裏にあるとの 

匿名の情報が寄せられ、発見に至りました。 

「盗んだ人の責任を問うのではなく、匿名の情報提供」という呼びかけが 

発見につながったようです。 

 

 

【家庭の医学 アプリに進化】 

多くの昭和の家庭にあった、身近な病気やケガの対処法を解説した医学書 「家庭の医学」。 

同じ書名で複数の出版社が発行していますが、健康保険組合会員らに売り込むスタイルで 

販路を広げた、赤い表紙が特徴のものは累計発行部数330万部以上にもなりました。 

ですが、その「赤本」もインターネットの普及で2020年に絶版。 

約50年の歴史に幕を閉じましたが、蓄積されたノウハウを活かすため、アプリで復活しました。 

書籍を単に電子化したのではなく、検索欄に症状を入れると、 

可能性のある病気や受診の目安を確認できたり、 

会員限定で専門家にオンライン相談できるサービスも提供されています。 

 

 

 

 

【配線器具の火災増】 

配線器具による火災が増加しています。 

コロナ禍以降、テレワークが普及し、配線器具の使用機会が増えたことも要因と考えています。 

丁寧な使用で未然に火災を防止しましょう。 

注意項目  ○コードが家具の下敷きになっていませんか？ 

          ○コードを束ねたまま使用していませんか？ 

          ○コンセントに差し込んだプラグが緩んだり、ホコリが溜まっていませんか？ 

          ○タコ足配線になっていませんか？ 
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【「治安の良い国」第 9位って本当？】 

刑法犯の認知件数が、2023年は全国で約70万件となり、2年連続で増加しました。 

戦後最少だった 20～21年は新型コロナウイルス感染拡大に伴う外出自粛での減少、 

22年以降は行動制限の緩和での増加と見られ、ここでも背景に「コロナ禍」がうかがえます。 

特に自転車盗や暴行、傷害が増え、空き家への侵入窃盗に関しては前年比2倍の件数です。 

スマートフォンで簡単に操作できるネットバンキング関連の被害額も急速に増えています。 

 

 

  

 

【「吉田ルート」で今シーズンから】 

今夏の富士登山シーズンから山梨県側の登山道「吉田ルート」で、 

2000円の通行料を徴収する方針です。 

「吉田ルート」は比較的傾斜角度が緩やかで、山小屋も最も多いため、 

観光ルートに使われることも多く、混雑や夜通し歩く「弾丸登山」が問題となっています。 

13年に世界文化遺産に登録された際にも登山者数を管理するよう求められており、 

対策が課題となっています。 

通行料収入は、混雑回避や、噴火時のシェルター整備といった安全対策の経費に充てられます。 

一方、現在任意で徴収されている保全協力金原則1000円と合わせると、 

１人当たり最大3000円の負担となるため、 

山小屋関係者らからは徴収額が「高すぎる」との声も上がっています。 

 

 

 

 

【全国オーナー救いの手】 

能登半島地震では石川県輪島市の観光地「白米（しろよね）千枚田」も被害を受けました。 

日本海に面した急斜面に小さな田1004枚が重なり、海岸まで続く絶景は国の指定名勝です。 

今回の地震で、あぜなどにひび割れや崩れが発生し、観光客が訪れる状況ではなくなりました。 

道路の隆起等で周囲が通行止めとなる中、棚田に約2万5000個のライトが輝きを放ちます。 

例年冬から春にかけて行われるライトアップイベントのためのもので、 

太陽光パネルで充電され、日没を感知して自動的に点灯します。 

少子高齢化や過疎化が進み、農業の担い手が年々減る中、 

地元農家と市が「オーナー制度」を考え、 

全国に広がるオーナーと共に棚田を守ってきました。 

何年もかけ、築き上げたこのつながりが今、支えにもなり、 

クラウドファンディング（4月5日まで募集）では約2週間で目標額の1000万円が集まりました。 

棚田は規模は縮小しますが、復興の希望となるべく今年も作付けされます。 

 

富士登山通行料 

あぜの明かり消えず 

 

 


